






 

母乳栄養児では,その腸内細菌叢が,人工栄養児のそれに比し,大差があること

が知られている。その主な点は,乳酸菌である。 

それらの腸内細菌叢における比率などについては,従来,好気的分離などを用い

ての細菌学的研究がすすめられてきた。 

近年は嫌気性培養の手技が進歩し,これを応用しての研究が新たにすすめられ

ている。 

乳酸菌の性状などについては,知見も少なくない。 

しかし,乳酸菌の形態学的研究,とくに走査型電顕を応用した研究については,

全くその知見にとぼしい。 

そこで,母乳と関連のある乳酸菌について走査電顕的研究を行なったので,その

結果についてのべたい。 


